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テーマ 子どもを中心に大人も育ち合う園・学校づくり 

著書・論文 

 

研究課題等 

○「戦後教育改革期のＰＴＡにおける教育要求共有化の可能性と限界に関する事例研究」『中

部教育学会紀要』第３号、1-15 頁、2003 年。 
○「宮城県におけるプロジェクト・アドベンチャーの取り組みと課題－子どもの自己肯定意

識の向上に着目して－」『鳴門教育大学研究紀要』（教育科学編）第 22 巻、37-50 頁、2007
年、共著。 

○「学校教育への保護者参加の効果と参加意欲に関する研究」『日本福祉大学研究紀要－現代

と文化』第 140 号、21-31 頁、2020 年、共著。 
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【目的・内容など】 
 子どもを中心においた効果的な取り組みを展開している園（保育園・幼稚園など）や学校は、一人のスーパー

マン的な保育者・教師の存在によって成立しているわけではありません。保育者・教師集団、保護者や住民の集

団としての育ちと力量の総和とともにあるということをいろんな角度から考えていきましょう。３年次には、

次年度における卒業論文の作成を視野に入れて、各自で研究課題及び方法などを決定し、レポートにまとめる

ことを目標とします。研究課題については、「子どもを中心に大人も育ち合う園・学校づくり」をゼミのテーマ

としてはいますが、関連する文献・資料の学習や園や学校現場の見学などを通して各自の問題意識を深化、発

展させ、個別の具体的な課題設定へとつなげていきたいと考えています。４年時には、３年次に学習・研究の結

果としてまとめた各自のレポートをさらに発展させ、各種調査などを通じて卒業論文として仕上げることを目

標とします。  
 
【授業計画】 
（３年次） 
 
 ① 卒業論文への取り組み方 
 ② 問題意識の整理及び結果の発表  
③ 先行研究、資料の探索・学習及び結果の発表 
④ 研究課題の検討 
⑤ 研究方法の検討  
⑥ レポートの執筆作業及び発表  

 
（４年次） 
 ⑦ 中間発表会  
⑧ 中間発表会を踏まえた問題点の整理と解決に向けた作業  
⑨ 卒業論文の執筆作業  
⑩ 卒業論文発表会 

 
【使用テキスト】 未定（卒業研究の進め方に関するものを選定中です） 
 
担当教員からのメッセージ 

 
保育、そして学校教育、これまでどちらかに興味のあったみなさんが集って学び合う形のゼミが理想です。

もちろん、卒業論文はそれぞれの領域で探究してもらって問題ありません。ただ、ゼミの仲間との交流によっ

て、保育者を目指しているみなさんには、卒園した子ども達が通う小学校などのことについても気にしてほし

いな！教師を目指しているみなさんには、入学してきた子ども達が通ってきた保育所や幼稚園などのことにつ

いても気にしてほしいな！と考えています。 
とにかく、「学ぶ」「集う」「夢を持つ」喜びを経験して、充実感いっぱいで卒業していってほしいのです。

そのために最大限のお手伝いをします。まだ取り組みたいテーマが明確でない方も多いと思います。課題など

もたくさんあってとても大変だとは思いますが、いっしょに探してみませんか。 

 ※ 本ゼミを希望する方は、必ずエントリーの前に面談に来て下さいね。 
 


